
                     

2022年度期 事業所名：   TAKUMI 南千住

チェック項目 改善目標や工夫している点

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

法令を順守したスペースは勿論のこと、建築喜寿法による用途を
変更し運動のできるスペースを確保している。基準の2倍以上のス
ペースとなっています。サーキットを2つに分けたり、個々で取り組
む回数や内容を変えたりして運動量が確保できるように工夫して
いる。

2 職員の配置数は適切である
法令で定められている配置数に加え、保育士、児童指導員等、そ
の他指導員のいずれかを1または2名以上を配置する体制を取っ
ており、しっかりサポートできる配置を行っている。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境
になっているか。また、障がいの特性に応じ、事業所
の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮
が適切になされている

当事業所のプログラム内容や通所されるお子さまの特性により、
緩和を受けている。室内のトイレ前には段差があるが、こうした個
所では人的サポートを行うことで配慮している。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって
いるか。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ
ている

・現在コロナウイルス感染増加の影響で、1クール毎に道具の消
毒、窓の換気を行っている。
・基準に満たした空間を提供している。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と
振り返り）に、広く職員が参画している

ヒヤリハット、事故対策、会議議事録、感染対策、虐待防止対策、
研修実施議事録、相談苦情、非常災害対策等々の担当者を割り
振り、定期的なミーティングを行っている。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業
所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を
把握し、業務改善につなげている

保護者向けアンケートを毎年1回実施し、評価の悪い項目について
は、今後計画的に改善を図っていく。また、顧客満足度調査を今年
度には実施し、業務改善に繋げていきたいと考えている。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結
果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、
その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、
事業所の会報やホームページ等で公開している

毎年1月に保護者の方へアンケートをお願いし、3月に当社ホーム
ページにて公開している。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善
につなげている

現在第三者による外部評価は行っていないが、今後3年に1回は
実施していきたいと考えている。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保
している

外部研修には積極的に参加し、周知を行っている。社内研修には
必ず参加し、日々の療育支援に繋げている。
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児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



                     

2022年度期 事業所名：   TAKUMI 南千住

チェック項目 改善目標や工夫している点

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画
を作成している

・児発管と指導員が、子どもの様子と保護者の要望を確認しなが
ら、個別支援計画を作成している。
・保護者（本人）のニーズは、面談時だけでなく毎回のフィードバッ
ク時にも申し出て頂いている。

11
子どもの適応行動の状況を把握するために、標準化
されたアセスメントツールを使用している

標準化されたアセスメントツールを使用している。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン
の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援
（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な項目
が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が
設定されている

児発菅と保護者の話し合いを行い、適切に選択し具体的な支援内
容を設定している。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている
年2回児発管と面談を行い、支援計画を立てその内容に沿って支
援を行っている。ミーティング時に計画や目標を確認し支援を行っ
ている。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 児発管と指導員全員で話し合い、プログラムの立案を行っている。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

・子どもの発達・成長に合わせ、必要に応じて臨機応変に行ってい
る。
・定期的にイベントを実施、それに沿った練習や目標を子ども達と
立て取り組んでいる。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせて児童発達支援計画を作成している

契約時に適性を見極め各々のクラス設定をしている。子どもの成
長に応じ、クラス変更を児発管、指導員、保護者、子どもの意見を
聞きながら行っている。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行
われる支援の内容や役割分担について確認している

支援開始前に必ず打ち合わせの時間を確保し、ミーティングの中
で、支援方法や役割分担を行っている。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日
行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共
有している

支援終了後に必ず毎日打ち合わせの時間を設け、一日の振り返
りミーティングの中で、気づいた点や改善点を洗い出している。記
録を必ず残し、休みのスタッフへも情報共有を図っている。
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2022年度期 事業所名：   TAKUMI 南千住

チェック項目 改善目標や工夫している点

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の
検証・改善につなげている

サービス提供記録へ記入し、更に独自の一日の情報記録用紙（子
どもの一言情報）にも記入し、検証している。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の
見直しの必要性を判断している

定期的に保護者、児発管、指導員とミーティングを行い、モニタリン
グをして計画の見直しの必要性を判断している。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画
している

現在はサービス担当者会議が行われていないため参加していな
いが、担当者会議があれば児発管が参加する予定。将来的には
指導員の参加も検討していきたい。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係機
関と連携した支援を行っている

現在は行っていないが、必要に応じて連携した支援を行う。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのあ
る子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係
機関と連携した支援を行っている

当事業所には医療的なケアが必要なお子様や重症心身障害のあ
るお子様は通所していない。今後、通所を受け入れた際には必要
な関係機関と連携をとり、支援を行う。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのあ
る子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整
えている

当事業所には医療的なケアが必要なお子様や重症心身障害のあ
るお子様は通所していない。今後、通所を受け入れた際には必要
な関係機関と連携をとり、支援を行う。

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特
別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の情
報共有と相互理解を図っている

特に情報共有を行っていない。必要に応じて保護者の方から依頼
などがあれば、情報共有を行っていく。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）と
の間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図って
いる

特に情報共有を行っていない。必要に応じて保護者の方から依頼
などがあれば、情報共有を行っていく。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業所、
発達障害者支援センター等の専門機関と連携し、助
言や研修を受けている

必要に応じて東京都・荒川区が運営する公開研修や療育セミナー
に積極的に参加し、その中で助言を受けたり、情報収集を行って
いる。その後、必ずスタッフに共有をしている。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障が
いのない子どもと活動する機会がある

現在、保育所やこども園との交流などはない。
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2022年度期 事業所名：   TAKUMI 南千住

チェック項目 改善目標や工夫している点

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育
て会議等へ積極的に参加している

必要に応じて参加している。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども
の発達の状況や課題について共通理解を持っている

毎回の支援終了後に保護者とのフィードバックの時間を設け、学
校や家庭での様子を伺いながら、支援の様子と合わせて、状況や
課題を共通認識している。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対
して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）
の支援を行っている

ペアレントトレーニングは特に実施していないため、今後、保護者
と連携をとり、必要に応じ検討していきたい。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ
ている

運営規程の内容や利用者負担額については、主に契約時に説明
しており、支援の内容は様々な状況で説明している。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき
作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援内
容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画の
同意を得ている

契約時に児発管から説明を行っており、同意を得ている。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている

毎回、指導員や児発管が悩みを話せるように声掛けし、助言や支
援を行っている。保護者からの相談等もミーティング時に必ず伝え
記録も取り誰もが周知しているようにしている。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士の連携を支援している

父母の会や保護者会は行っていないが、通所時に保護者の見学
スペースを設けており、そこで保護者同士で情報交換や相談等を
行っています。現在はコロナ禍のため、開催はしていない。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知
し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対
応している

苦情・要望については、受けた時点で都度対応し早急に改善して
いる。意見箱の設置や専用お問い合わせ窓口の設置は今後必要
に応じ検討していきたい。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して
いる

会報等は発行していないが、長期休暇に行う特別プログラムの案
内や新入社員紹介などは契約者全員に紙面で発信している。ま
た、連絡事項は事業所内の分かりやすい場所に掲示している。
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2022年度期 事業所名：   TAKUMI 南千住

チェック項目 改善目標や工夫している点

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）

38 個人情報の取扱いに十分注意している 

個人情報と思われる資料、個人名の入った書類等は、シュレッ
ダーを掛けたり、カギ付き書庫の中に保管したりしているが、PC等
からの個人情報へのアクセスについては、まだ不十分な面がある
ため、今後必要に応じ検討していきたい。

39
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしている

情報の発信は手紙やLINEを使用し行っている。今後必要に応じて
検討していく。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っている

現在特にしておらず、今後必要に応じ検討していく。

41
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する
とともに、発生を想定した訓練を実施している

左記マニュアル類は存在し、職員には周知し訓練も行っている。訓
練時に保護者への周知を行っている。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他
必要な訓練を行っている

定期的に年２回通所の療育中に、全クラスにおいて避難訓練を実
施している。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども
の状況を確認している

契約時に児発管から保護者の方へ聞き取りと、定期的な面談で子
どもの変化について確認をしている。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示
書に基づく対応がされている

契約面談時のフェイスシートと面談により、食物アレルギーについ
ては詳しく聴取している。当事業所内で食物を口にする「おやつ」
ではアレルギー源を含むものは提供していない。今後必要に応じ
医師の指示書の必要性を検討していく。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい
る

・終礼ミーティング後に当日のヒヤリハットがなかったか、確認を
行っている。
・その都度記録し全職員で共有するとともに、今後の対応策を話し
合い実践している。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

担当者が東京都主催の虐待防止の研修に参加し、参加者が講師
となり職員に講習している。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ
いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十
分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記
載している

身体拘束が必要なお子様は通所していないが、保護者の方に同
意書を記入して頂いている。

非
常
時
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2022年度期 事業所名：   TAKUMI 南千住

チェック項目 改善目標や工夫している点

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。



事業所名：   TAKUMI 南千住教室

2022年度期 A：はい B：どちらともいえない C：いいえ D：わからない

チェック項目 A B C D ご意見  ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に
確保されているか

16 1 0 0

2
職員の配置数や専門性は適切であ
るか

16 1 0 0

3

生活空間は、本人にわかりやすく構
造化された環境になっているか。ま
た、障がいの特性に応じ、事業所の
設備等は、バリアフリー化や情報伝
達等への配慮が適切になされている
か

14 1 0 2
しっかり運動ができるようになってい
る。

玄関から活動スペースには段差は
ありません。洗面台には段差があ
り、スタッフが必ずサポートしていま
す。

4

生活空間は清潔で、心地よく過ごせ
る環境になっているか。また、子ども
達の活動に合わせた空間となってい
るか

16 1 0 0

・窓が開けられていて良い。器具も
清潔に感じる。
・整理整頓されており清潔に保たれ
ている。

窓を開け常に換気を行っています。
使用した道具は毎時間、消毒をして
います。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客
観的に分析された上で、児童発達支
援計画が作成されているか

17 0 0 0
本人に自信がつく内容を組んで頂
き、感謝しています。

保護者様からのお話を聞かせて頂
いた内容と、スタッフ感でミーティング
を行った内容から、支援計画を作成
しております。

6

児童発達支援計画には、児童発達
支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」の「発達支援（本
人支援及び移行支援）」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容か
ら子どもの支援に必要な項目が適切
に選択され、その上で、具体的な支
援内容が設定されているか

16 0 0 1

7
児童発達支援計画に沿った支援が
行われているか

17 0 0 0

8
活動プログラムが固定化しないよう
工夫されているか

13 1 0 3

・子どものその時の状態を見て頂
き、その状態に合ったプログラムに
工夫して頂いていると思います。
・説明だけではなく箇条書きで良い
ので、行った内容をお教えてもらえる
と、自宅でも取り組めて助かります。

・お子様の課題に合わせ、プログラ
ムを変更しています。
・ルーティン化した方が活動に参加
できるお子様には、同じプログラムを
行う場合もあります。
・ルールが入りづらいお子様には長
めに同じ内容を行うこともございま
す。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等と
の交流や、障がいのない子どもと活
動する機会があるか

0 2 11 3 運動療育では求めておりません。 現在交流等の予定はございません。
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保護者からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



事業所名：   TAKUMI 南千住教室

2022年度期 A：はい B：どちらともいえない C：いいえ D：わからない

チェック項目 A B C D ご意見  ご意見を踏まえた対応

保護者からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）

10
運営規定、利用者負担等について
丁寧な説明がなされたか

17 0 0 0

11

児童発達支援ガイドラインの「児童
発達支援の提供すべき支援」のねら
い及び支援内容と、これに基づき作
成された「児童発達支援計画」を示し
ながら支援内容の説明がなされたか

15 0 0 2

12
保護者に対して家族支援プログラム
（ペアレント・トレーニング等）が行わ
れているか

7 3 4 1

・LINEやプリント等で自宅でできる運
動を保護者に教えてほしい。
・コロナ禍でお休みを頂いていた際
に、自宅で楽しめる体の動かし方
等、動画での在宅支援やお話をして
くださったりと本当に有難かったで
す。
・アドバイスや情報共有をして頂いて
います。

現在実施は体制が整っておりません
が、今後検討していきます。子育て
の相談等は引き続きスタッフにご相
談下さい。

13

日頃から子どもの状況を保護者と伝
え合い、子どもの健康や発達の状
況、課題について共通理解ができて
いるか

14 1 0 2

・運動を早く切り上げてもらっても良
いので説明を詳しく聞きたい。
・課題に対して取り組んで頂き成長
を感じます。
・子どもだけでなく親のちょっとした変
化にも声をかけて気に下さるので子
どもも安心でき、親も相談しやすいで
す。

活動後に保護者様とのフィートバック
の時間を設けています。確認事項等
はその際にさせて頂いています。プ
ログラムや利用時間も定まっており
ますので、個別の相談や支援につい
てはLINEや電話等で常に受け付け
ております。

14
定期的に、保護者に対して面談や、
育児に関する助言等の支援が行わ
れているか

15 0 0 1

・療育の様子や子どもの様子がよく
分かるように伝えて頂いています。
・とにかく私の話をよく聞いてくれま
す。本当に有難いです。そしてアドバ
イスや一緒に考えて下さります。
・１人１人にあった対応をして頂いて
ます。

6か月に1回の面談を計画。またそれ
以外でも、通所時に毎回活動後の
フィートバックを行っております。面
談や活動後のフィードバック以外で
も、随時LINEや電話でご相談を受け
付けておりますので、都度お声がけ
かご連絡を頂ければと思います。

15
父母の会の活動の支援や、保護者
会等の開催等により保護者同士の
連携が支援されているか

0 1 13 3

いつでも見学が可能となっており、活
動中に保護者同士が関われる場所
となっています。
現在はコロナの影響により、見学は
人数を減らし間隔をとっての見学に
なっております。コロナが収束するま
でもうしばらくお待ちください。

16

子どもや保護者からの相談や申入
れについて、対応の体制が整備され
ているとともに、子どもや保護者に周
知・説明され、相談や申入れをした
際に迅速かつ適切に対応されている
か

15 1 0 1

・とても迅速に適切に対応してくれる
ので、とても有難いです。相談しやす
い！
・昨年度より改善されている点があ
り、有難いです。

その場で対応を心がけているが、対
応内容により職員で話し合いをした
後に返答出来るよう心がけてまいり
ます。

保
護
者
へ
の
説
明
等



事業所名：   TAKUMI 南千住教室

2022年度期 A：はい B：どちらともいえない C：いいえ D：わからない

チェック項目 A B C D ご意見  ご意見を踏まえた対応

保護者からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）

17
子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮がなされて
いるか

15 1 0 1

18

定期的に会報やホームページ等で、
活動概要や行事予定、連絡体制等
の情報や業務に関する自己評価の
結果を子どもや保護者に対して発信
されているか

7 2 3 5
行事（GW,Xmasなど）をよく行ってくれ
ると思う。

・行事がある場合には手紙配布と併
せて口頭で説明をしています。また
LINEにて、ご案内もさせて頂いてお
ります。
・自己評価の結果はHPにて公開して
おります。

19
個人情報の取り扱いに十分注意さ
れているか

16 0 0 1

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアルを策定
し、保護者に周知・説明されている
か。また、発生を想定した訓練が実
施されているか。

16 0 0 1 避難訓練も定期的に行われている。
・マニュアル作成してあります。
・規定通り、年2回実施しております。

21
非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出、その他必要な訓練が行
われているか

16 0 0 1

22 子どもは通所を楽しみにしているか 13 4 0 0

・行けば楽しんでいる。
・毎週楽しみに通所しています。
・午前中保育園に行ってから
TAKUMIさんに向かうのですが通所
の日は、お帰りの門で待っている程
楽しみにしています。
・とても楽しく通所させて頂いていま
す。

・通所時からお子様の表情から確認
をはじめ、活動に気をつけておりま
す。いつでもお子様が安心して活動
が出来るようにさらに心掛けて参りま
す。

23 事業所の支援に満足しているか 16 0 1 0

・子どもの特性に合った療育ですし、
先生方が温かいので大満足です。
・先生方が熱心。運動療育が近くに
ないので助かります。
・大変満足です。
・１人１人丁寧に見てもらえて安心し
ています。

・大変うれしいコメントありがとうござ
います。保護者様とのコミュニケー
ションを大切に、常に課題に取り組
める内容に工夫して参りたいと思い
ます。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所の評価を
行っていただき、その結果を集計したものです。



2022年度期 事業所名:   TAKUMI 南千住教室
チェック項目

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切
である

2 職員の配置数は適切である

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮
が適切になされている

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画している

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケー
ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、業
務改善につなげている

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム
ページ等で公開している

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改
善につなげている

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確
保している

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等
デイサービス計画を作成している

改善目標、工夫している点など
法令を順守したスペースは勿論のこと、建築喜寿法による用途
を変更し運動のできるスペースを確保している。基準の2倍以上
のスペースとなっている。サーキットを2つに分けたり、個々で
取り組む回数や内容を変えたりして運動量が確保できるように
工夫している。

法令で定められている配置数に加え、保育士、児童指導員等、
その他指導員のいずれかを1または2名以上を配置する体制を
取っており、しっかりサポートできる配置を行っています。

当事業所のプログラム内容や通所されるお子さまの特性によ
り、緩和を受けている。室内のトイレ前には段差があるが、こ
うした個所では人的サポートを行うことで配慮している。

環
境
・
体
制
整
備

ヒヤリハット、事故対策、会議議事録、感染対策、虐待防止対
策、研修実施議事録、相談苦情、非常災害対策等々の担当者を
割り振り、定期的なミーティングを行っている。

保護者向けアンケートを毎年1月に実施し、評価の悪い項目につ
いては、今後計画的に改善を図っていく。また、顧客満足度調
査を実施し、業務改善に繋げていきたいと考えている。

当社ホームページにて公開している。

現在第三者による外部評価は行っていないが、今後3年に1回は
実施していきたいと考えている。

現在社内研修に参加し、日々の支援への取り組みを見直し改善
へ繋げている。また、外部研修には積極的に参加し、内容共有
する機会を設けている。

児発管と指導員が、子どもの様子と保護者の要望を確認しなが
ら、個別支援計画を作成している。保護者（本人）のニーズ
は、面談時だけでなく毎回のフィードバック時にも申し出て頂
いている。また、日々の変化や様子等の記録を見て話し合いの
元作成を行っている。

業
務
改
善

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



2022年度期 事業所名:   TAKUMI 南千住教室
チェック項目 改善目標、工夫している点など

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

10
子どもの適応行動の状況を把握するために、標準
化されたアセスメントツールを使用している

11 活動プログラムの立案をチームで行っている

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

13
平日、休日、⾧期休暇に応じて、課題をきめ細や
かに設定して支援している

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成
している

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日
行われる支援の内容や役割分担について確認して
いる

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等
を共有している

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底
し、支援の検証・改善につなげている

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサー
ビス計画の見直しの必要性を判断している

標準化されたアセスメントツールを使用している。

児発管と指導員全員で話し合い、プログラムの立案を行ってい
る。

・子どもの発達・成⾧に合わせ、必要に応じて臨機応変に行っ
ている。
・年間計画（運動）を作成し、定期的にイベントを開催してい
る。

当事業所は日曜日が定休日であり、サービス提供は平日と特段
変わりがないため、基本的には同じ内容で実施している。

契約時に適性を見極め、各々のクラス設定を行っている。保護
者とフィードバックを行い、学校や家庭での様子を伺いながら
状況や課題を共通認識し、計画を作成している。支援終了後に
年度替わりのクラス編成時にも、子どもが過ごしやすいクラス
になるよう設定し、保護者への説明も行っている。

支援開始前に必ず打ち合わせの時間を確保し、ミーティングで
支援方法や役割分担を行っている。

支援終了後に必ず毎日打ち合わせの時間を設け、一日の振り返
りミーティングの中で、気づいた点や改善点を洗い出してい
る。記録を必ず残し、休みのスタッフへも情報共有を図ってい
る。
サービス提供記録へ記入し、更に独自の一日の情報記録用紙
（子どもの一言情報）にも記入し、検証している。日々の記録
や個々のメモ等を踏まえ、ミーティング時に検証・改善に繋げ
ている。

定期的に保護者、児発管、指導員とミーティングを行い、モニ
タリングをして計画の見直しの必要性を判断している。

適
切
な
支
援
の
提
供



2022年度期 事業所名:   TAKUMI 南千住教室
チェック項目 改善目標、工夫している点など

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ
て支援を行っている

20
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ
の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参
画している

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交
換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送
迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適切に
行っている

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、
子どもの主治医等と連絡体制を整えている

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど
も園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と
相互理解に努めている

24
学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から
障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それ
までの支援内容等の情報を提供する等している

25
児童発達支援センターや発達障害者支援センター
等の専門機関と連携し、助言や研修を受けている

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいの
ない子どもと活動する機会がある

総則の基本活動の中の「地域交流の機会」については、時間的
な制約やプログラムの特性から行えていないが、それ以外は、
子ども一人ひとりのサービス計画に沿って、基本活動（自立支
援・日常生活の充実のための活動等）を複数合わせて行ってい
る。

現在はサービス担当者会議が行われていないため参加していな
いが、担当者から徴収があれば児発管が参加する予定。将来的
には指導員の参加も検討していきたい。

送迎サービスがないこともあり、学校との情報共有は行ってい
ないが、保護者から間接的に学校情報をもらうことはある。今
後、必要に応じて学校との連携を検討していきたい。

当事業所には、医療スタッフが存在しないことと、医療的ケア
の必要なお子さまも通所していないが、今後受け入れる場合
は、主治医との連絡体制を考える。また、県の規約に沿った方
法で受け入れ可能であれば、柔軟に対応していきたい。

現在は就学前の各園との情報共有等は行っていないが、放課後
等デイサービスや療育施設との情報共有や相互理解は要望があ
れば対応している。今後、必要に応じ検討していきたい。

資料を提供できる体制は整っている。

必要に応じて東京都・荒川区が運営する公開研修や療育セミ
ナーに積極的に参加し、その中で助言を受けたり、情報収集を
行っている。

現在は限られた営業時間の中で実施するのは難しく実施してい
ないが、保護者からの声も確認し、今後必要に応じ検討してい
く。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携



2022年度期 事業所名:   TAKUMI 南千住教室
チェック項目 改善目標、工夫している点など

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加してい
る

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持って
いる

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対してペアレント･トレーニング等の支援を行っ
ている

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁
寧な説明を行っている

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切
に応じ、必要な助言と支援を行っている

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

33
子どもや保護者からの苦情について、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、
苦情があった場合に迅速かつ適切に対応している

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、
連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信
している

35 個人情報に十分注意している 

荒川区の協議会等へ児発管兼管理者が年2回は参加し、連携を
とっている。

毎回の支援終了後に保護者とのフィードバックの時間を設け、
学校や家庭での様子を伺いながら、支援の様子と合わせて、状
況や課題を共通認識している。また、フィードバック時には取
得したものや課題を毎時お伝えし、共通理解を図っている。

ペアレントトレーニングは特に実施していないため、今後、保
護者と連携をとり、必要に応じ検討していきたい。また、実施
する際は、ぺアレントトレーニングの外部研修も受講し、適切
な支援に繋げていきたい。

運営規程の内容や利用者負担額については、主に契約時に説明
しており、支援の内容は様々な状況で説明している。

毎回、指導員や児発管が悩みを話せるように声掛けし、助言や
支援を行っている。保護者からの相談等もミーティング時に必
ず伝え記録も取り誰もが周知しているようにしている。どのス
タッフも共通理解し、どのスタッフが対応しても保護者の返答
に違いがでないように行っている。

父母の会や保護者会は行っていないが、通所時に保護者の見学
スペースを設けており、そこで保護者同士で情報交換や相談等
を行っています。現在はコロナ禍のため、開催はできていませ
ん。

苦情・要望については、受けた時点で都度対応し早急に改善し
ている。意見箱の設置や専用お問い合わせ窓口の設置を、今後
必要に応じ検討していきたい。

会報等は発行していないが、⾧期休暇に行う特別プログラムの
案内や新入社員紹介などは契約者全員に紙面にて発信してい
る。連絡事項は事業所内の分かりやすい場所に掲示している。

個人情報と思われる資料、個人名の入った書類等は、シュレッ
ダーを掛けたり、カギ付き書庫の中に保管したりしているが、
PC等からの個人情報へのアクセスについては、まだ不十分な面
があるため、今後必要に応じ検討していきたい。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等



2022年度期 事業所名:   TAKUMI 南千住教室
チェック項目 改善目標、工夫している点など

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしている

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か
れた事業運営を図っている

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを策定し、職員や保護者に周知し
ている

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練を行っている

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する
等、適切な対応をしている

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイ
サービス計画に記載している

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

情報の発信は手紙やLINEを使用し行っている。今後必要に応じ
て検討していく。

現在特にしていないため、必要に応じ検討していきたい。

左記マニュアル類は存在し、職員には周知し訓練も行ってい
る。訓練時に保護者への周知を行っている。

定期的に年２回通所の療育中に、全クラスにおいて避難訓練を
実施している。

・担当者が東京都主催の虐待防止の研修に参加し、参加者が講
師となり職員に講習しています。
・社内研修でも定期的に実施している。

事業所内に拘束を行う方針がないため未対応であるが、契約時
に保護者には説明を行っている。

契約面談時のフェイスシートと面談により、食物アレルギーに
ついては詳しく聴取している。当事業所内で食物を口にする
「おやつ」ではアレルギー源を含むものは提供していない。今
後必要に応じ、医師の指示書の必要性を検討していく。

その都度記録し、全職員で共有しながら今後の対応策を話し合
い実践している。

非
常
時
等
の
対
応



事業所名:   TAKUMI 南千住教室
2022年度期 A:はい B:どちらともいえない C:いいえ

チェック項目 A B C

1
子どもの活動等のスペースが十分
に確保されているか

24 2 0

2
職員の配置数や専門性は適切であ
るか

25 1 0

3
事業所の設備等は、スロープや手
すりの設置などバリアフリー化の
配慮が適切になされているか

21 4 1

4

子どもと保護者のニーズや課題が
客観的に分析された上で、放課後
等デイサービス計画※ⅰが作成さ
れているか

26 0 0

5
活動プログラム※ⅱが固定化しな
いよう工夫されているか

22 4 0

6
放課後児童クラブや児童館との交
流や、障がいのない子どもと活動
する機会があるか

6 7 14

7
支援の内容、利用者負担等につい
て丁寧な説明がなされたか

24 1 1

8

日頃から子どもの状況を保護者と
伝え合い、子どもの発達の状況や
課題について共通理解ができてい
るか

25 1 0

ご意見  ご意見を踏まえた対応

高学年や体が大きい子にとっては狭
いと感じる。走るには狭い。

スペースに合わせて人数調整や運
動量が減らないように、あるス
ペースで行えるプログラムを組ん
で対応しております。

運動の専門知識のある人がほしい。

社内研修を行い専門的な知識の向
上に向けた取り組みを行ってお
り、教室内では補助練習などを行
い、サービス内容の向上に努めて
おります。

苦手な鉄棒や走り方は、あまり成⾧
していないように感じる。

プログラムの中で個々のニーズに
配慮し、各内容が偏らないよう、
スタッフ間でプログラムを話し合
い検討して参ります。

・必要を感じておりません。
・TAKUMIさんへ求める部分ではあ
りませんので気にしておりません。
・コロナ禍で今は難しいと思いま
す。

今後必要に応じて検討してまいります。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保護者からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



事業所名:   TAKUMI 南千住教室
2022年度期 A:はい B:どちらともいえない C:いいえ

チェック項目 A B C ご意見  ご意見を踏まえた対応

保護者からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）

9
保護者に対して面談や、育児に関
する助言等の支援が行われている
か

25 1 0

10
父母の会の活動の支援や、保護者
会等の開催等により保護者同士の
連携が支援されているか

3 7 16

11

子どもや保護者からの苦情につい
て、対応の体制を整備するととも
に、子どもや保護者に周知・説明
し、苦情があった場合に迅速かつ
適切に対応しているか

21 5 0

12
子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮がなされて
いるか

25 1 0

13

定期的に会報やホームページ等
で、活動概要や行事予定、連絡体
制等の情報や業務に関する自己評
価の結果を子どもや保護者に対し
て発信しているか

13 10 3

14 個人情報に十分注意しているか 26 0 0

15

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル
を策定し、保護者に周知・説明さ
れているか

23 2 1

16
非常災害の発生に備え、定期的に
避難、救出、その他必要な訓練が
行われているか

25 1 0

・必要を感じておりません。
・コロナ禍であるため仕方が無いこ
とだと思っております。
・コロナ禍で今は難しいと思います
が、落ち着いたら何か開催してほし
いと思います。

いつでも見学が可能となってお
り、活動中に保護者同士が関われ
る場所となっています。（現在は
コロナ禍のため、見学はご遠慮し
て頂いています）

規定通り、年2回実施しておりま
す。

お話を受けた際には迅速に対応を
しております。

お子様には活動前に伝え、保護者
様には活動後の際にお伝えをして
います。

・行事がある場合には口頭での説
明に加え、教室内にポスター掲示
や手紙を配布しています。
・自己評価の結果はHPにて公開し
ております。

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

規定通り、年2回実施しておりま
す。



事業所名:   TAKUMI 南千住教室
2022年度期 A:はい B:どちらともいえない C:いいえ

チェック項目 A B C ご意見  ご意見を踏まえた対応

保護者からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）

17
子どもは通所を楽しみにしている
か

22 4 0

18 事業所の支援に満足しているか 24 2 0

※ⅱ 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／⾧期
休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。

満
足
度

・毎回楽しく通っています。
・いつもありがとうございます。先
生方は優しく明るく、子どもは大好
きになっています。

・通所時からお子様の表情を確認
し、活動内容に十分に気を付けて
おります。
・いつでもお子様が安心して楽し
く活動が出来るように心掛けてお
ります。

・スポーツテストの練習の練習を早
めに開始できれば良いと思います。
シャトルランの走り方ができないの
で走り方のコツを教えていただきた
いと思います。
・いつもありがとうございます。
・時間が少し短い。人数が多いとき
は、1人あたりの活動量が少なく
なっている。
・課題に対して時間はかかります
が、少しずつできるようになってい
るのを嬉しく思っています。

保護者様とのコミュニケーション
を大切に、常に課題に取り組める
内容に工夫をして参りたいと思い
ます。

※ⅰ 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供
する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。


